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昭
和

=
二
年
発
行
の

「小
水
力
利
用

二
関

ス
ル
調
査
」

に
つ
い
て前

田

清

志

、

ま

え

が

き

昭
和

一
二
年

二

九
三
七
)
の
日
中
戦
争

の
勃
発
以
来
、
わ
が
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

事
情
は
悪
化
の

一
途
を
た
ど
り
、
農
村
で
は
小
水
力
利
用
に

つ
い
て
の
必
要
性
が
高

ま

っ
て
き
た
。

農
林
省
は
農
村

に
お
け
る
小
水
力
利
用
設
備
に
対
し
て
昭
和

一
三
年
か
ら
助
成
を

行

っ
て
い
る
。
そ
れ
に
先
だ

っ
て
同
省
は
昭
和

一
三
年

(
一
九
三
八
)
に
は
、
全
国

に
あ
る
既
設
三
九
か
所
の

「小
水
力
利
用

二
関

ス
ル
調
査
」
を
ま
と
め
、
続

い
て

昭
和

一
四
年

二

九
三
九
)
に
は
、
昭
和

一
三
年
に
農
林
省
が
助
成
し
た
全
国
の
小

水
力
利
用
設
備
二
九
八
か
所
に
つ
い
て

「小
水
力
利
用
設
備
ノ
概
要
」
と
い
う
報
告

書
を
発
行
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で

「小
水
力
利
用

二
関

ス
ル
調
査
」
は
、
当
時

(昭
和

一
二
年
頃
)
日
本

に
あ

っ
た
模
範
的
な
農
事
用
小
水
力
利
用
設
備
の
実
状
を
詳
細
に
調
査
記
録
し
た
も

の
で
、
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

現
代
に
お
い
て
も
エ
ネ
ル
ギ
ー

資
源
の
乏
し

い
わ
が
国
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

問
題

は
普
段
か
ら
重
要
課
題
と
し
て
考
え
て
お
か
ね
ば
な
ら
な

い
事
柄
で
あ
る
。
特

に
昭

和
四
八
年

二

九
七
三
)
の
オ
イ

ル
・
シ

ョ
ッ
ク
以
来
、
省

エ
ネ

ル
ギ
ー
が
叫
ば
れ

る
よ
う
に
な
り
、
近
年
小
水
力
利
用
に
つ
い
て
も
社
会
的
な
関
心
が
高
ま
り
つ
つ
あ

る
が
、
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
な
か
で
、
か

っ
て
農
林
省
が
考
え
た
小
水
力
利
用
の
実

状
を
分
析
し
、
考
察
す
る
こ
と
は
極
め
て
意
義
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

さ
ら
に
上
記
調
査
報
告
書
の
内
容
や
特
徴
を
紹
介
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
か

っ
て

実
用
さ
れ
て
い
た
小
水
力
利
用
設
備
が
四
五
年
後

(
一
九
八
三
年
)
の
今
日
、
ど
の

よ
う
な
状
況
に
あ
る
か
を
調
査
す
る
き

っ
か
け
と
な
り
、
あ
わ
せ
て
今
後
の
小
水
力

利
用
の
あ
り
方
を
考
え
る
た
め
の
手
が
か
り
が
得
ら
れ
る
も
の
と
思
う
の
で
あ
る
。

二
、
「小
水
力
利
用
二
関
ス
ル
調
査
」
の
目
的

昭
和

一
三
年

二

九
三
八
)
五
月
の
日
付
で
農
林
省
農
務
局
に
よ

っ
て
ま
と
め
ら

れ
た

「小
水
力
利
用

二
関
ス
ル
調
査
」
の
目
的
は
、
そ
の
序
文
に
よ

っ
て
知
る
こ
と

が
で
き
る
。

「我
国
ノ
農
村

二
於
ケ
ル
小
水
力
ノ
利
用

ハ
其
ノ
源
極

メ
テ
遠
ク
、
古
来
水
車

ハ

農
家
ニ
ト
リ
テ
唯

一
ノ
農
業
用
原
動
機
タ
リ
シ
ガ
、
近
時
石
油
発
動
機
並

二
電
動
機

ノ

一
般
的
普
及

二
伴
ヒ
諸
種

ノ
事
情

二
依
リ
テ
梢
々
軽
視
セ
ラ
ル
ル
ニ
至
レ
リ
。
然

ル
ニ
今
次
ノ
非
常
時
局

二
際
シ
、
石
油
、
銅
等

ハ
極
度

二
其
ノ
消
費
ヲ
節
約
ス
ベ
キ

ヲ
要
求
セ
ラ
ル
ル
ヲ
以
テ
再
ビ
小
水
力
利
用
ヲ
強
調
ス
ル
ノ
必
要
ヲ
生
ジ
来
レ
リ
。

仮
テ
全
国
各
地
方

ノ
農
具
奨
励
官

二
型
式

ヲ
内
示
シ
テ
管
下
既
設
ノ
優
良
ナ
ル
小
水

力
利
用
設
備

二
付
調
査
報
告

ヲ
求

メ
、
之

ヲ
集
聚
シ
テ
印
刷

二
付
シ
以
テ
小
水
力
利

用
奨
励
上
ノ
参
考

二
資
セ
ン
ト
ス
」

こ
の
序
文
に
よ
る
と
、
古
く
か
ら
使
用
さ
れ
て
き
た
水
車
が
石
油
発
動
機
や
電
動
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機
の
普
及
で
軽
視
さ
れ
て
い
た
が
、
当
時
石
油
が
極
度
に
不
足
し
た
た
め
に
、
再
び

小
水
力
利
用
を
強
調
す
る
こ
と
が
必
要
に
な

っ
て
き
た
こ
と
を
述

べ
て
い
る
。

こ
の

調
査
報
告
書
は
、
こ
う
し
た
時
代
背
景
の
も
と
で
小
水
力
利
用
奨
励
上
の
参
考
に
な

る
と
考
え
ら
れ
る
設
備
を
全
国
的
に
調
査
し

て
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら

に
序
文
の
次
に
記
さ
れ
て
い
る
附
言
に
よ
る
と
、
「地
方

ニ
ヨ
リ
テ

ハ
多
数
ノ
小
水
力

利
用
設
備

二
付
調
査
報
告
ア
リ
タ
ル
モ
、
参
考
資
料
ト
シ
テ
適
切
ナ
リ
ト
認

メ
ラ
ル

ル
モ
ノ
ヲ
採
録
シ
、
又
水
力
原
動
機
ト
シ
テ
水
力
タ
ー
ビ

ン
若

ハ
ペ
ル
ト
ン
水
車
ヲ

設
置
セ
ル
場
合
ヲ
記
載
セ
リ
」

と
あ
る
。

こ
の

「小
水
力
利
用

二
関

ス
ル
調
査
」

に
集

録
さ
れ
た
水
車
は
水
力

タ
;
ビ

ン

(
フ
ラ
ン
シ
ス
水
車
、
プ

ロ
ペ
ラ
水
車
、
ペ
ル
ト

ン
水
車
)
に
限
ら
れ

て
い
て
、
こ
こ
に
は
現
代
的
な
考
え
方
が
う

か
が
わ
れ
る
。
ま
た
附
言
で
注
目
す
べ

き
こ
と
は
、
他

に
も
多
数
の
小
水
力
利
用
の
実
例
が
あ

っ
た
と
述
べ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
だ
が
、
そ
れ
ら
が
水
力
タ
ー
ビ

ン
だ

け
を
さ
し
て
い
る
の
か
、
在
来
型
の
水

車
も
含
ま
れ
て
い
る
の
か
が
は

っ
き
り
し
な

い
こ
と
は
、
こ
の

「小
水
力
利
用

二
関

ス
ル
調
査
」
を
考
察
す
る
う
え
で
惜
し
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

上
述
の
よ
う
な
条
件
の
も
と
で
選
定
さ
れ
た
小
水
力
利
用
設
備
は
全
国

に
三
九
か

所
、
二
六
府
県
に
わ
た

っ
て
い
る
。
所
在
地
名
お
よ
び
現
在
の
市
町
村
名
を
付
録
二

に
、
分
布
を
図
1
に
示
す
。

三
、
調
査
形
式

「小
水
力
利
用

二
関
ス
ル
調
査
」
の
調
査
項
目
は
次
の
八

つ
の
大
項
目
か
ら
な

っ

て
い
る
。組

合
に
関
す
る
概
要

水
力
利
用
設
備

共
同
作
業
の
種
類

共
同
作
業
の
位
置

共
同
作
業
場
と
組
合
員
位
置
と
の
距
離

設
備
利
用
に
関
す
る
概
要

経
費
に
関
す
る
概
要

設
備
共
同
利
用
成
績
其
他

各
項
目
は
さ
ら
に
細
分
化
さ
れ
た
調
査
項
目
が
指
定
さ
れ
て
お
り
、
特
に
q
に
6

㎝
㈹
の
項
目
に
つ
い
て
は
、
指
定
さ
れ
て
い
る
内
容
が
細
目

に
わ
た

っ
て
い
る
。
例

え
ば
ω
で
は
作
業
場
の
地
形
図
、
地
勢
及
び
土
質
な
ど
も
含
ま
れ
、
⑤
で
は
水
車
の

購
入
価
格
、
型
式
、
製
造
会
社
、
水
路
、
作
業
機
の
型
式
、
名
称
、
数
量
、
修
理
回

数
な
ど
が
あ
り
、
さ
ら
に
⑧
で
は
使
用
期
間
及
日
数
、
副
産
物
な
ど
、
そ
の
項
目
は

膨
大
な
も
の
と
な

っ
て
い
る
。

上
記
の
よ
う

に
、
こ
の
調
査
報
告
書
は
記
入
項
目
が
多

い
こ
と
と
、
記
入
形
式
が

指
定
さ
れ
て
い
た
た
め
に
記
述
が
統

一
さ
れ
て
お
り
、
他
の
設
備
と
の
比
較
や
資
料

全
体
の
分
析
を
容
易
に
し
て
い
る
。
し
か
も

「小
水
力
利
用

二
関
ス
ル
調
査
」
に
あ

る
調
査
項
目
は
、
A
7
日
の
現
地
調
査
に
お

い
て
も
参
考
に
な
る
こ
と
が
多

い
と
考
え

ら
れ
る
の
で
、
そ
の
全
項
目
を
付
録

一
に
あ
げ
て
お
く
。

四
、
調
査
事
項
の
分
析
と
考
察

4

・
1

.分
析
と
考
察
を
行

っ
た
項
目

前
節
で
述

べ
た
よ
う
に
八

つ
の
調
査
項
目
は
さ
ら
に
細
分
化
さ
れ
て
、
全
部
で
七

五
項
目

に
わ
た

っ
て
記
入
さ
れ
て
い
る
た
め
、

一
か
所
の
小
水
力
利
用
設
備
に
つ
い

て
の
記
述
は
、
謄
写
印
刷
で
は
な
る
が
B
5
版
で
平
均
八
頁
に
も
わ
た
る
詳
細
な
も

の
と
な

っ
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
す
べ
て
の
項
目
に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
は
本
報
告

で
の
範
囲
を
越
え
る
も
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
小
水
力
利
用
設
備

の
利
用
目
的
、
設
備
の
分
布
、
お
よ
び
水
力

原
動
機
と
作
業
機
に
つ
い
て
の
み
分
析
と
考
察
を
行
う
こ
と
に
し
た
。
特
に
水
力
原

動
機
を
重
点
的
に
取
り
上
げ
る
の
で
、
水
車
の
型
式
、
種
類
、
落
差
、
流
量
、
毎
分
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回
転
数
お
よ
び
出
力
な
ど
を

一
覧
表

(表
2
)
に
ま
と
め
た
。
ま
た
各
設
備
に
お
け

る
作
業
の
種
類
に

つ
い
て
も

一
覧
表

(表
5
)
を
製
作
し
た
。

水
力
原
動
機
の
出
力
は
理
論
出
力
で
書
か
れ
た
も
の
や
軸
出
力
で
書
か
れ
た
も
の

が
あ

っ
た
。
全
体
を
同

一
規
準
で
比
較
検
討

す
る
た
め
、
ま
た
軸
出
力
で
書
か
れ
て

い
る
も
の
に
つ
い
て
は
効
率
を
算
出
す
る
た
め
に
、
流
量
と
落
差
か
ら
理
論
出
力
を

求
め
た
。
三
九
か
所
の
う
ち
殆
ん
ど
の
も
の
が
流
量
は
個

(立
方
尺
)、
落
差
は
尺
で

さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
場
合

の
理
論
出
力

は
次
式
を
用

い
て
求
め
た
。

な

お

、

メ

ー

ト

ル
法

の

場

合

は

Q

(
。m
冷

)、
H

(
m
)

と

す

れ

ば

、

と

な

る

。

4

・
2

小
水
力
利
用
設
備
の
利
用
目
的

「小
水
力
利
用
二
関
ス
ル
調
査
」
に
集
録

さ
れ
て
い
る
三
九
か
所
の
設
備
の
う
ち

三
八
か
所
が
共
同
利
用
で
あ
る
。
意
図
的
に
共
同
利
用
の
も
の
を
採
録
し
た
も
の
で

は
あ
る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
多
く
の
水
車
場

の
よ
う

に
教
会
や
領
主
に
独
占
さ
れ
て

い
た
も
の
と
は
大
き
な
違

い
が
感
じ
ら
れ
、
し
か
も
す
で
に
日
本
と
中
国
は
戦
争
状

態
に
あ

っ
た
当
時
の
日
本

の
社
会
構
造
の
特
色
を
表
わ
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
て

な
ら
な

い
。
そ
し
て
当
然
の
こ
と
な
が
ら
利
用
目
的
の
多
く
は

「共
同
精
神
の
向
上
、

農
家
経
済
の
更
生
、
主
要
食
糧
の
加
工
を
安
価
に
し
、
福
利
増
進
を
図
る
」
と
い
う

も
の
で
あ

っ
た
。

こ
の
調
査
報
告
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
共
同
経
営
の
小
水
力
利
用
設
備
が
地
域
社

会

で
は
た
し
て
い
る
役
割
に

つ
い
て
は
、
あ
る
組
合
で
は
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

そ
れ
は
組
合
の
沿
革
の
欄
に
書
か
れ
て
い
る
も
の
で
、
農
村
の
変
化
や
水
車
更
新
の

事
情
が
わ
か
り
、
興
味
あ
る
内
容
を
含
ん
で
い
る
の
で
、
少
し
長

い
が
全
文
を
引

い

て
お
こ
う
。

「明
治
三
二
年

一
二
月
ノ
創
立

ニ
シ
テ
当
時
工
費
金

一
、
二
〇
〇
円
以
テ
竣
工
シ
、

組
織
ハ
組
合
員
ノ
合
資

二
依
リ
、
出
資
方
法

ハ
当
時
ノ
資
産
状
況

二
依
リ
出
資
額
ヲ

拠
出
シ
経
営
シ
テ
A
7
日

二
及
ベ
リ
、
爾
後
車
屋
並

二
水
車
等
の
重
要
個
所

ノ
改
修
三

回
ヲ
実
施
シ
鋭
意
改
修

二
努
力
シ
タ
ル
モ
腐
朽
甚
シ
ク
改
造
の
時
期
至
レ
リ
。

水
車
利
用

二
新
式
水
車
ヲ
採
用
シ
タ
ル
動
機
。
水
力
ガ
農
村

二
於
ケ
ル
天
与

ノ
動

力

ニ
シ
テ
之
ヲ
合
理
的
二
利
用
シ
農
産
物
ノ
加
工
処
理
ヲ
行
フ
ハ
経
済
更
生
上
最
モ

重
要
事
項
タ
ル
ハ
論

ヲ
侯
ズ
。
然

ル
ニ
本
水
車

ハ
幸

ニ
シ
テ
地
ノ
利
ヲ
得
テ
創
設
経

営
A
7
日
二
及
ビ
タ
ル
モ
旧
態
依
然
タ
ル
型
式

ニ
テ
ハ
能
率
低
ク
加
工
物
ノ
品
質
モ
ナ

キ
爲
メ
組
合
員

ニ
シ
テ
自
己
ノ
水
車
ヲ
使
用
ス
ル
者
漸
次
減
少
シ
能
率
高
キ
他

ノ
施

設
ヲ
利
用
ス
ル
モ
ノ
籏
出
シ
人
ノ
和
ヲ
失
ヒ
経
営
困
難
ナ
ル
事
情

二
立
至
レ
リ
、
叢

二
於
テ
大
改
善
ヲ
断
行
シ
種
々
ノ
考
究
ヲ
ナ
シ
時
代

二
適
応
セ
ル
設
備
ト
ナ
ス
可
キ

機
運

二
向
ヒ
ツ
ツ
ア
リ
タ
ル
ニ
偶
々
県
農
事
試
験
内
選
抜
農
事
講
習
同
窓
会
発
行

ノ

雑
誌

「農
村
」

二
掲
載
シ
タ
ル
同
場
島
津
農
村
技
手
ノ

「水
車
改
造
」
指
導

二
関

ス

ル
記
事

二
感
銘
シ
直

二
同
技
手
二
其
概
要

二
付
キ
指
導
ヲ
受
ケ
之
ヲ
組
合
員
総
会

二

諮
リ

一
時
的

二
固
定
資
金

ハ
多
額

ヲ
要
ス
ル
モ
将
来
長
期
間
使
用

二
耐

工
廻
転
数
早

キ
新
式
水
車

二
改
修
シ
経
営
ノ
合
理
化
ヲ
図
リ
作
業
機
ノ
改
良

ヲ
爲
ス
コ
ト
等
ヲ
決

定
セ
リ
、
更

二
設
計
指
導
ヲ
受
ケ
テ
改
修
委
員

二
依
リ
実
施
ヲ
ナ
セ
リ
L

重
要
と
思
わ
れ
る
こ
と
を
簡
単
に
要
約
し
て
み
る
と
、
①
旧
式
水
車
は
能
率
が
低

く
、
製
品
の
品
質
も
よ
く
な

い
の
で
、
②
自
分
た
ち
の
水
車
を
使
用
せ
ず
他
の
す
ぐ

れ
た
施
設
を
利
用
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
③
そ
の
た
め
人
の
和
が
失
な
わ
れ
、
④
経

営
も
困
難
に
な

っ
た
。
と

い
う
の
で
あ
る
。
な
か
で
も
水
車
場
の
役
割
を
考
え
る
場

合

「人
の
和
が
失
な
わ
れ
た
」
と

い
う
表
現
は
印
象
深
い
言
葉
で
あ
る
。



4

・
3

小
水
力
利
用
設
備
の
分
布

調
査
報
告
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
小
水
力
利
用
設
備
は
二
六
府
県
三
九
か
所
で
あ

る
が
、
そ
の
分
布
は
図
1
の
よ
う
に
な

っ
て

い
る
。
図
1
に
よ
る
と
小
水
力
利
用
設

備
は
す
ぐ
れ
た
も
の
が
東
日
本
に
多
か

っ
た

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の

調
査
報
告
書
よ
り
四
年
後

の
昭
和

一
八
年
に
刊
行
さ
れ
た

「第

一
次
農
商
省
統
計
、

農
村
統
計
編
」
に
よ
る
と
、
農
事
用
の
水
力
機
は
日
本
全
国
に
七
八
、
四
八
二
台
あ

り
、
こ
の
う
ち
水
力
タ
ー
ビ
ン

(タ
ー
ビ

ン
水
車
、
ペ
ル
ト
ン
水
車
)
は
七
、
三
二

二
台
で
、
全
国
的
に
む
ら
な
く
分
布
し
て
い
る
。
農
林
省
の
奨
励
政
策
が
功
を
奏
し

た
の
か
、
あ
る

い
は
調
査
報
告
書

の
序
文
に
あ

っ
た
よ
う
に
、
全
国
か
ら
多
数
報
告

が
よ
せ
ら
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
昭
和

=
二
年
当
時
す
で
に
相
当
数
の
小
型

水
力
タ
ー
ビ

ン
が
農
村

に
実
在
し
て
い
た
の
か
、
く
わ
し
い
こ
と
は
今

の
と
こ
ろ
は

っ
き
り
し
て
い
な

い
。
し
か
し
昭
和

一
七
年

二

九
四
二
)
に
水
力
タ
ー
ビ
ン
の
総

数
が
多

い
こ
と
か
ら
、
農
林
省
の
奨
励
政
策
は
大
き
な
効
果
が
あ

っ
た
も
の
と
考
え

て
よ

い
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
参
考
ま
で
に
昭
和

一
七
年

(
一
九
四
二
)
二
月
現

在

の
農
事
用
水
力
機
と
農
林
省
農
務
局
か
ら
昭
和

一
三
年

二

九
三
八
)
に
助
成
を

受
け
た
全
国
の
小
水
力
利
用
設
備
二
九
八
か
所
な
ど
を
ま
と
め
、
各
種
資
料
の
水
車

と
し
て
表
1
に
あ
げ
て
お
く
。

4

・
4

水
力
原
動
機
に
つ
い
て

ω

水
車
の
種
類
及
び
型
式

そ
れ
ぞ
れ
の
設
備
に
お
け
る
水
力
タ
ー
ビ

ン
の
落
差
、
流
量
、
出
力
、
回
転
数
、

お
よ
び
価
格
を
表
2
に
示
す
。
表
2
に
よ
る
と
、
水
力
タ
ー
ビ

ン
の
型
式
は
フ
ラ
ン

シ
ス
水
車
が
三

一
台
、
プ

ロ
ペ
ラ
水
車
が
五
台
、
ペ
ル
ト

ン
水
車
が
三
台
と
な

っ
て

い
る
。
当
時
の
小
水
力
に
利
用
さ
れ
た
水
力

に
利
用
さ
れ
た
水
力

タ
ー
ビ

ン
の
お
よ

そ
八
割
は
フ
ラ
ン
シ
ス
水
車
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

次
に
各
水
車
の
軸
方
向
が
は

っ
き
り
し
て

い
る
も
の
は
三

一
台
で
あ
る
が
、
そ
れ

を
ま
と
め
た
も
の
を
表
3
に
表
す
。
表
3
に
よ
る
と
、
フ
ラ
ン
シ
ス
水
車
に
は
軸
方

向
の
不
明
な
も
の
が
六
台
も
あ
る
が
、
既
知
の
も
の
だ
け
で
み
る
と
立
軸
と
横
軸
が

ほ
と
ん
ど
同
数
と
な

っ
て
い
る
。
横
軸
が
予
想
外
に
多

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

②

落

差

と

流

量

落

差

の

最

大

は

一

一
〇

尺

(
三

三

二

二
m
)

で

最

小

は

二

尺

(
六

〇

㎝
)

で

あ

る

。

三

九

か
所

の
単

純

平

均

は

二

二

尺

(
六

・
七

m
)

で

あ

る
が

、

一

一
〇

尺

と

い
う

の

は

他

を

大

き

く

引

き

は

な

し

て

い
る

の

で

、

こ

れ

を

除

い
て
平

均

す

る

と

一
九

・
六

尺

(
五

・
九

m
)

と

な

る

。

な

お

水
力

タ

ー
ビ

ン
で

は

落

差

に

応

じ

て

そ

れ

に

最

も

適

す

る

水

車

の
型

式

が

あ

り

、

高

落

差

に
は

ペ

ル

ト

ン
水

車

が
適

し

て

い
る

。

し

た

が

っ
て

落

差

の
平

均

は

大

体

の
状

況
を

知

る
た

め

に

行

っ
た

も

の

で
、

適

、

不

適

を

論

ず

る

た

め

で

は

な

い

こ

と

を

念

の

た

め

こ
と

わ

っ
て
お

く

。

流

量

は
毎

秒

○

・
五

個

(
○

・
〇

二

二
九

㎡

β

)

か

ら

一
九

・
二

個

(
○

・
五

三

四

。m
冷

)

の
範

囲

に
あ

る

が

、

平

均

は

毎

秒

六

・
三

個

(
○

・

一
七

五

、m
ん

)

で

あ

る

。

調

査

報

告

書

に
あ

る

小

水

力

利

用

設

備

の
規

模

を

知

る

た

め

に
落

差

と
流

量

を

グ

ラ

フ

に

し

た

も

の
が

図

2

で

あ

る
。

図

2

か

ら

わ

か

る

よ
う

に

、

落

差

は

五

尺

か

ら

三
〇

尺

二

・
五

m
～

九

・

一

m
)

の
間

に
、

流

量

は

毎

秒

二

個

か

ら

一
二

個

(
○

・
〇

五

六

,m
冷

～

○

・
二

八

㎡

冷

)

の
範

囲

に
集

中

し

て

い
る

こ
と

が

わ

か

る

。

よ

っ
て
当

時

考

え

ら

れ

て

い
た

小

水

力

利

用

設

備

は

、

ほ

ぼ

こ

の
範

囲

の
程

度

の

も

の

で
あ

っ
た

と

思

わ

れ

る

。

③

出
力
と
効
率

調
査
報
告
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
馬
力
は
、
理
論
出
力
で
書
か
れ
た
も
の
は

一
三
台
、

軸
出
力
で
書
か
れ
た
も
の
二
四
台
、
不
明
が
二
台
で
あ
る
。
そ
こ
で
全
体
を
比
較
す

る
た
め
に
、
す

べ
て
理
論
出
力
を
算
出
し
て
み
る
と
、
そ
の
分
布
は
表
4
お
よ
び
図

3
の
通
り
で
あ
る
。

一鵬一



出
力
の
特
に
大
き
な
二
台

(
二

一
臣
、
四
七
甲
)
を
除

い
て

一
・
七
馬
力
か
ら

一

三

・
五
馬
力
ま
で
の
理
論
出
力
の
平
均
は
六

・
九
馬
力
で
あ
る
。

次
に
軸
出
力
で
記
載
さ
れ
て
い
る
二
四
台

に
つ
い
て
、
そ
の
効
率
を
算
出
し
て
み

る
と
平
均
で
六
八
%
で
あ

っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
理
論
出
力
の
お
よ
そ
七
〇
%
が
軸

出
力
で
実
際
の
仕
事
に
利
用
で
き
る
も
の
と
考
え
る
の
が
適
切
で
あ
ろ
う
。

引

小

水

力

利

用

の
原

動

機

水

力

原

動

機

、

す

な

わ

ち

こ

こ
で

は

水

力

タ

ー

ビ

ン

に

つ

い

て
、

こ

れ

ま

で
述

べ

て

き

た

も

の

を

総

合

す

る

と
、

落

差

で

は

二

尺

～

一

一
〇

尺

(
○

・
六

m
～

三

三

.

三

m
)
、
流

量

で

は

○

・
五

個

/

秒

～

一
六
個

/

秒

(
○

・
○

=

二
九

。m
β

～

○

.
四

四

、m
冷

)
、
理

論

出

力

は

一

・
八

馬

力

～

四

七

・
七

馬

力

の

も

の
が

利

用

さ

れ

て

い
る

が

、

図

2

、

3
、

4

か

ら

判

断

し

て
、

当

時

農

林

省

が

考

え

た

小

水

力

利

用

設

備

の

規

模

は
落

差

○

・
九

m
～

一
五

・
二

m

(
三

尺

～

五

〇

尺

)
、
流

量

○

・
〇

五

六

、m
冷

～

○

・
二

七

八

、m
β

(
二
個

/

秒

～

一
〇

個
/

秒

)
、
理

論

出

力

平

均

六

・
九

馬

力

、

水

車

効

率

は

七

〇

%

程

度

の

も

の

で

あ

っ
た

こ
と

が

わ

か

っ
た

。

理

論

出

力

の
平

均

は

六

・
九

馬

力

で

あ

る

か

ら

、

水

車

効

率

を

七

〇

%

と

み

て
軸

出

力

に

換

算

し

て

み

る

と

四

・
八
馬

力

と

な

り

、

平

均

軸

出

力

は

お

よ

そ

五

馬

力

程

度

と

み

て

よ

い
で

あ

ろ
う

。

と

こ

ろ

で

、

筆

者

は
先

に

「
小

水

力

利

用

二
関

ス

ル
調

査

」

に

取

り

上

げ

ら

れ

て

い
る

水

車

は

す

べ

て
水

力

タ

ー
ビ

ン
に

限

ら

れ

て

い
る

こ

と

か

ら

、

そ

こ

に

は

近

代

的

な

考

え

が

う

か
が

わ

れ

る

こ

と

を

書

い
た

。

そ

れ

に

つ

い
て
筆

者

の
私

見

を

述

べ

て
お

く

。

今

日

、

わ

が

国

の

エ
ネ

ル

ギ

ー

は

石

油

に
大

き

く

依

存

し

、

そ

れ

ら

は

す

べ

て
輸

入

に

た

よ

っ
て

い
る

。

し

か

し

石

炭

と

水

力

に

つ

い

て

は

、

あ

る

程

度

は

天

然

の
恩

恵

を

受

け

て

お

り

、

大

規

模

の

水

力

は

ほ
ぼ

利

用

さ

れ

る

よ

う

に
な

っ
て

い
る

。

だ

が

古

く

か

ら

利

用

さ

れ

て

き

た

小

水

力

に

つ

い

て
は

か

え

り

み

ら

れ

な

く

な

っ
て

い

る

。
筆

者

は

わ

れ

わ

れ

の
身

近

に
あ

っ
て
利

用

し

や

す

い
小

水

力

が

、

た

と

え

微

小

動
力
で
あ

っ
て
も
、
そ
れ
を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
も
必
要
で
あ
る

と
思
う
の
で
あ
る
。

い
ま
小
水
力
を
利
用
す
る
小
型
水
車

に
着
目
し
、
そ
の
動
力
を

エ
ネ
ル
ギ
ー
節
約

の

一
助
と
し
て
使
用
す
る
に
は
、
効
率
や
耐
用
年
数
な
ど
か
ら
考
え
て
、
水
車
は
原

則
と
し
て
水
力

タ
ー
ビ

ン
に
す
る
の
が
望
ま
し
い
と
思
う
。
し
か
し
水
力
タ
ー
ビ

ン

で
は
都
合
の
悪

い
地
形
や
業
種
も

い
く

つ
か
あ
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
の
で
、
そ
の

よ
う
な
場
合

に
は
在
来
型
の
水
車
が
む
し
ろ
効
果
的
で
あ
る
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な

い
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
在
来
型
水
車
で
も
水
輪
の
材
料
と
し
て
は
木
製
と
鉄
製
で

は
耐
用
年
数

に
数
倍
の
ひ
ら
き
が
あ
る
の
で
、
鉄
製
が
望
ま
し

い
。
し
か
し
ま
た
、

使
用
条
件
や
洪
水
に
よ
る
水
車
の
流
失
な
ど
の
危
険
性
を
考
え
れ
ば
、
木
製
水
車
の

方
が
よ
り
適
切
で
あ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
木
製
水
車
の
最
大
の
長
所

は
、
そ
の
最
後
が
朽
ち
木
と
な

っ
て
大
地
に
返
せ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

4

・
5

作
業
の
種
類

そ
れ
ぞ
れ
の
小
水
力
利
用
設
備
で
行
わ
れ
て

い
る
作
業
の
種
類
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ

り
、
使
用
期
間
も
米
搗

き
の
よ
う
に
通
年
の
も
の
が
あ

っ
た
り
、
わ
ら
打
ち
や
澱
粉

製
造
あ
る

い
は
製
茶
な
ど
の
よ
う
に
特
定
の
期
間
だ
け
利
用
さ
れ
る
も
の
な
ど
が
あ

っ
て
、
作
業
の
子
細
に
つ
い
て
の
分
析
は
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
使
用
期
間
な
ど
に

こ
だ
わ
ら
な

い
で
、
各
作
業
場
に
設
置
さ
れ
て
い
る
作
業
機
あ
る
い
は
記
載
さ
れ
て

い
る
作
業
の
種
類
を
拾

っ
て
整
理
し
て
み
る
と
表
5
の
よ
う
に
な
る
。

表
5
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
最
も
多
く
利
用
さ
れ
て
い
る
の
は
精
米
で
、
三
三
か

所
で
行
わ
れ
全
設
備
の
八
五
%
で
あ
る
。
次
は
製
粉
で
二
六
か
所
六
七
%
、

つ
い
で

籾
摺
が
二
四
か
所
六
二
%
、
あ
と
は
精
麦
、
押
麦
な
ど
の
順
と
な

っ
て

い
る
。
さ
ら

に
表
5
で
作
業
内
容
の
特
色

の
あ
る
も
の
を
拾

っ
て
み
る
と
、
ま
ず
精
麦
が

一
八
か

所

(四
〇
%
)、
押
麦
が

一
四
か
所

(三
六
%
)
挽
割
が
三
か
所
あ

っ
て
麦
の
加
工
が

予
想
外
に
多

い
。
そ
こ
で
、
精
麦
、
押
麦
お
よ
び
挽
割
と
麦
の
加
工
調
整
を
行

っ
て

い
る
と
こ
ろ
を
設
備
ご
と
に
み
る
と
二
〇
か
所

(五

一
%
)
も
あ
り
、
当
時
は
主
食



に
麦
飯
の
比
重
が
大
き
か

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

調
査
報
告
書

に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
農
家
の
福
利
も
考
え
て
い
る
わ
け
で
あ
る

が
、
発
電
は
五
か
所
で
全
体
に
し
め
る
割
合
は
少
な

い
。
し
か
も
こ
の
う
ち
四
か
所

で
は
昼
間
は
作
業
機
を
夜
間
は
発
電
機
を
駆
動
す
る
よ
う
に
な

っ
て
お
り
、
残
り
の

一
か
所
の
み
が
電
灯
だ
け
の
い
わ
ゆ
る
発
電
専
用
と
な

っ
て
い
る
。

ま
た
、
千
葉
県
市
原
郡
高
滝
村

(現
在
市
原
市
)
の
水
力
タ
ー
ビ

ン
は
揚
水
ポ

ン

プ
を
駆
動
す
る
も
の
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
例
は
他
に
は
な
く
、
養
老
川
の
特
異
性

が
よ
く
わ
か
る
。
沿
革
に
書
か
れ
て
い
る
の
を
み
る
と
、

「本
地
区

ハ
従
来

ソ
ノ
大
部
ガ
畑
地
ナ
リ
シ
モ
明
治
三
五
年
藤
原
式
揚
水
車
ヲ
養

老
川
支
流
ノ
不
入
川
地
先

二
設
ケ
爾
来
開
田

二
従
事
シ
ツ
ツ
ア
リ
シ
モ
其
ノ
灌
漑

水

量
毎
年
不
足
ヲ
来
シ
旱
害

ヲ
被
ル
コ
ト
多
キ

ニ
依
ツ
テ
大
正
七
年
本
機

二
改
設
セ
リ
」

と
あ
る
。
水
力

タ
ー
ビ
ン
へ
の
導
水

の
た
め
に
掘
ら
れ
た
ト
ン
ネ
ル
は
七
〇
〇
問

(
一
二
七
四

m
)、
ポ

ン
プ
は
五
吋
の
も
の
で
あ

っ
た
。

使
用
期
間
の
短
か
い
の
は
製
茶
専
用
の
も

の
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
が
二
か
所
も

あ
る
。

な
お
動
力
の
伝
導
方
式
は
、
発
電
の
と
き
直
結
、
他
の
作
業
の
と
き
ベ
ル
ト
。
発

電
の
と
き
チ

ェ
ン
、
他

の
作
業
に
は
ベ
ル
ト

の
二
例
を
除

い
て
他
は
す

べ
て
ベ
ル
ト

掛
と
な

っ
て
い
る
。

五

、

あ

と

が

き

本
報
告
は
A
7か
ら
四
五
年
前
の
昭
和

一
三
年

二

九
三
八
)
に
刊
行
さ
れ
た

「小

水
力
利
用

二
関
ス
ル
調
査
」
の
紹
介
を
か
ね
な
が
ら
、
そ
の
内
容
を
分
析
し
考
察
を

行

っ
た
も
の
で
あ
る
。
農
林
省
が
小
水
力
利
用
に
関
す
る
調
査
を
実
施
し
た
の
は
、

戦
時
体
制
下
に
入

っ
た
日
本
が
、
石
油
の
節
約
を
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
そ
れ
に

よ

っ
て
生
ず
る
動
力
の
不
足
を
お
ぎ
な
う
た
め
に
、
農
村
に
小
水
力
利
用
を
奨
励
す

る
た
め
で
あ

っ
た
。

い
ま
わ
れ
わ
れ
は
当
時
と
は
全
く
異
な

っ
た
意
味
で
エ
ネ
ル
ギ
ー

問
題
を
真
剣
に

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代

に
た
ち

い
た

っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
今

日
的
な
観

点
に
立

っ
て
の
小
水
力
利
用
を
考
え
る
た
め
に
先
人
た
ち
が
昭
和

一
三
年
頃
想
定
し

た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
、
あ
ら
た
め
て
考
え
て
み
る
こ
と
は
大
切
な
こ
と
と
思
う
。
ま

た
過
去
の
事
実
か
ら
は
今
日
の
問
題
解
決
の
具
体
的
な
方
法
が
得
ら
れ
る
も
の
で
は

な

い
が
、
当
時
の
人
た
ち
が
考
え
た
事
柄
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
わ
れ
わ
れ
が
新

し

い
時
代

へ
の
対
応
を
模
索
す
る
場
合

の
知
恵
を
与
え
て
く
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
そ

れ
が
歴
史
を
学
ぶ
こ
と
の
何
よ
り
も
大
切
な
意
義
で
あ
る
。

な
お
付
録
二
に
あ
げ
た

「小
水
力
利
用

二
関
ス
ル
調
査
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
場

所
の
現
在
に
お
け
る
市
町
村
名
は

「産
業
考
古
学
」
二
九
号

(昭
五
八

・
九
)
に
発

表
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
お
こ
と
わ
り
し
て
お
く
。

最
後
に
本
資
料
の
所
在
を
御
教
示
い
た
だ

い
た
専
修
大
学
の
黒
岩
俊
郎
教
授
お
よ

び
発
表
の
機
会
を
与
え
て
下
さ

っ
た
九
州
大
学
教
授
の
秀
村
選
三
先
生
に
深
甚
な
る

謝
意
を
表
す
る
。

(玉
川
大
学
工
学
部

前
田
清
志

)

文
献

農
林
省
農
務
局

「小
水
力
利
用
の
概
要
」
昭

一
四
の
序
文
に
よ
る
。

「第

一
次
農
商
省
統
計
表
、
農
林
統
計
編
」
昭

一
八

文
献
1
に
同
じ

「産
業
考
古
学
」
二
九
号
、

一
九
八
三

・
九

付
録

一

「小
水
力
利
用
二
関
ス
ル
調
査
」
の
全
調
査
項
目

組
合
に
関
す
る
概
要

組
合
の
名
称

場
所

組
合
の
組
織
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創
立
年
月
日

交
通
関
係

地
勢
及
び
土
質

組
合
全
員
数

耕
地

主
要
農
林
産
物

沿
革

目
的

施
設
及
び
事
業
の
種
類

組
合
全
戸
労
働
能
力

水
力
利
用
設
備

建
物

(構
造
、
棟
数
、
坪
数
、
間

口
、
奥
行
、
建
築
費
、
坪
当
単
価
)

導
水
設
備
の
概
要

①
河
川
の
水
系

②
堰
堤
及
び
取
水
口

③
水
路

④
沈
砂
池
及
び
濾
過
器

⑤
余
水
吐

⑥
水
槽

⑦
水
圧
管

⑧
吸
水
管

⑨
放
水
路

㈹

水
力
原
動
機

①
種
類
、
形
式

②
名
称
、
価
格
、
製
造
会
社

③
落
差
、
流
量
、
馬
力

④
毎
分
回
転
数

⑤
故
障
、
修
繕
、
特
徴

水
力
原
動
機
よ
り
主
軸

へ
の
動
力
伝
達
方
法

作
業
機

(形
式
、
名
称
、
数
量
、
価
格
、
特
徴
)

共
同
作
業
の
種
類

共
同
作
業
場
の
位
置

共
同
作
業
場
と
組
合
員
住
宅
と
の
距
離

設
備
利
用
に
関
す
る
概
要

専
任
運
転
者
の
有
無
及
び
出
役
法

設
備
利
用
の
順
位

作
業
別
の
利
用
料

利
用
料
の
徴
収
方
法

利
用
料
算
出
法

利
用
料
の
処
分

副
産
物
の
処
分

経
費
に
関
す
る
概
要

設
備
費

設
備
に
要
せ
し
資
金
の
調
達
方
法
、
組
合
員
出
資

資
金
償
還
方
法

共
同
作
業
の
収
支
決
算

組
合
の
収
支
決
算

利
益
又
は
損
失
の
処
分
方
法

設
備
共
同
利
用
成
績
其
他

共
同
作
業
及
び
設
備
共
同
利
用
の
経
過
及
び
成
績

作
業
の
時
期

作
業
総
日
数

原
動
機
及
び
作
業
機
別
使
用
総
日
数

作
業
別
使
用
総
時
間
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作
業
に
使
用
す
る
労
力

作
業
別
総
出
来
高

副
産
物

消
耗
品

設
備
の
故
障

修
繕

共
同
作
業
及
設
備
の
共
同
利
用
に
関
連
し
て
施
行
せ
し
事
業

共
同
作
業
及
設
備
共
同
利
用
前
と
比
較
し
て
農
業
経
営
に
及
ぼ
せ
る
影
響

現
在
の
施
設
及
設
備
に
不
便
と
認
む
る
点
及
改
善
を
必
要
と
す
る
点
等

組
合
員
の
訓
練

他
機
関
と
の
連
絡

其
他

付
録

一
一、

「小
水
力
利
用

二
関
ス
ル
調
査
」
の
所
在
地
及
び
現
在
地
及
び
現
在

の
市
町
村
名

(昭
和
五
五
年
現
在
)

1
、
泥
障
作
共
同
自
家
用
電
灯
組
合

青
森
県
三
戸
郡
中
沢
村
字
泥
障
作

(
ア
オ
ヅ
ク
リ
)、
現
在
南
郷
村

2
、
文
治
屋
敷
共
同
作
業
場

青
森
県
三
戸
郡
遠
辺
村
大
字
文
治
屋
敷
、
現
在
三
戸
町

3
、
久
保
農
事
実
行
組
合

岩
手
県
岩
手
郡
御
堂
村
大
字
子
抱
、
現
在
岩
手
町

4
、
藤
里
村
第
二
区
農
家
組
合

岩
手
県
江
刺
郡
藤
里
村
字
沢
田
四
四
、
現
在
江
刺
市

5
、
鮨
洗
水
車
組
合

山
形
県
東
村
山
郡
金
井
村
大
字
鮨
洗
字
金
堀
塚

一
三
番
地
、
現
在
山
形
市

6
、
堀
内
共
同
作
業
組
合

山
形
県
最
上
郡
堀
内
村
三
三
番
地
、
現
在
舟
形
町

7
、
谷
地
賀

(
ヤ
ジ
カ
)
農
事
実
行
組
合

栃
木
県
河
内
郡
薬
師
寺
村
大
字
谷
地
賀
、
現
在
南
河
内
町

8
、
平
田
連
合
農
事
組
合

栃
木
県
塩
谷
郡
北
高
根
沢
村
大
字
平
田
、
現
在
高
根
沢
町

9
、
奥
中
共
有
水
車
組
合

群
馬
県
勢
多
郡
木
瀬
村
大
字
下
増
田
奥
原
前

一
番
地
、
現
在
前
橋
市

10
、
山
田
農
事
実
行
組
合

群
馬
県
吾
妻
郡
沢
田
村
大
字
山
田
、
現
在
中
之
条
町

11
、
柏
野
耕
地
整
理
組
合

千
葉
県
市
原
郡
高
滝
村
大
字
不
入
、
現
在
市
原
市

12
、
下
谷
農
事
実
行
組
合

神
奈
川
県
愛
甲
郡
中
津
村
中
津
、
現
在
愛
川
町

13
、
地
蔵
堂
水
利
電
気
組
合

神
奈
川
県
足
柄
上
郡
北
足
柄
村
大
倉
沢
、
現
在
山
北
町

14
、
十
日
町
農
業
共
同
施
設
組
合

新
潟
県
南
魚
沼
郡
伊
米

ヶ
崎
村
大
字
十
日
町
八
八
〇
番
地
、
現
協
大
和
町

15
、
山
寺
報
徳
農
事
実
行
組
合
共
同
作
業
場

新
潟
県
西
頸
城
郡
根
知
村
大
字
山
寺
五

一
五
、
現
在
糸
魚
川
市

16
、
吉
倉
農
家
組
合

富
山
県
上
新
川
郡
新
保
村
吉
倉
、
現
在
富
山
市

17
、
下
立
村
第
二
区
農
家
組
合

富
山
県
下
新
川
郡
下
立
村
第
二
区
、
現
在
宇
奈
月
町

18
、
大
沢
農
事
改
良
組
合

石
川
県
鳳
至
郡
西
保
村
字
大
沢
、
現
在
輪
島
市

19
、
本
郷
製
縄
農
事
改
良
組
合

石
川
県
鳳
至
郡
本
郷
村
字
長
井
坂
、
現
在
門
前
町

20
、
保
証
責
任
篠
尾
信
用
販
売
購
買
利
用
組
合
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山
梨
県
比
巨
摩
郡
篠
尾
村
大
字
滝

ノ
前
、

現
在
小
渕
沢
町

21
、
保
証
責
任
武
川
信
用
販
売
購
買
利
用
組
合

山
梨
県
北
巨
摩
郡
武
川
村
、
現
在
武
川
村

22
、
中
上
農
事
実
行
組
合

長
野
県
下
高
井
郡
上
木
島
村
字
中
町
上
組

、
現
在
木
島
平
村

23
、
恵
那
郡
落
合
村
信
用
販
売
購
買
利
用
組
合

岐
阜
県
恵
那
郡
落
合
村
字
落
合
町
、
現
在
中
津
川
市

24
、
保
証
責
任
鷹
岡
信
用
販
売
購
買
利
用
組
合

静
岡
県
富
士
郡
鷹
岡
町
久
津
三
〇
七
ー

一
、
現
在
富
士
市

25
、
保
証
責
任
大
河
内
至
誠
信
用
販
売
購
買

利
用
組
合

静
岡
県
安
部
郡
大
河
内
村
平
野

一
七

一-

二
、
現
在
静
岡
市

26
、
保
証
責
任
小
原
信
用
販
売
購
買
利
用
組
合

愛
知
県
西
加
茂
郡
小
原
村
大
字
千
洗
二
番

地
、
現
在
小
原
村

27
、
郷
村
大
字
郷
下
作
業
場

京
都
府
竹
野
郡
郷
村
大
字
郷
小
字
竹
野
後

一
、

一
〇
四
番
地
、
現
在
網
野
村

28
、
真
妻
村
松
原
農
事
実
行
組
合

和
歌
山
県
日
高
郡
真
妻
村
大
字
松
原
、
現
在
印
南
町

29
、
山
戸
原
共
栄
組
合

岡
山
県
苫
田
郡
奥
津
村
大
字
下
斉
原
山
戸
原

五
四

番
地
、
現
在
奥
津
町

30
、
中
組
自
家
用
電
気
組
合

高
知
県
長
岡
郡
上
倉
村
白
木
谷
八
〇
八
番

地
、
現
在
南
国
市

31
、
小
川
村
機
械
製
茶
組
合

高
知
県
吾
川
郡
小
川
村
縦
ノ
木
山
川
又
、
現
在
吾
北
村

32
、
南
畑
村
市

ノ
瀬
水
力
利
用
組
合

福
岡
県
筑
紫
郡
南
畑
村
大
字
市
三
瀬
字
日
吉
前
四
〇
九
ー

一
、
現
在
那
珂
川
町

33
、
保
証
責
任
松
末
村
水
力
利
用
工
場

福
岡
県
朝
倉
郡
松
末
村
大
字
星
丸

一
、

一
六
八
番
地
の
八
、
現
在
杷
木
町

34
、
保
証
責
任
小
関
村
信
用
販
売
購
買
利
用
組
合

佐
賀
県
佐
賀
郡
小
関
村
大
字
小
副
川
八
二
一二
、
現
在
富
士
町

35
、
上
志
佐
製
茶
実
行
組
合

長
崎
県
北
松
浦
郡
上
志
佐
村
大
字
横
辺
田
笛
吹
、
現
在
松
浦
市

36
、
後
河
内
農
産
加
工
利
用
組
合

大
分
県
玖
珠
郡
南
山
田
村
大
字
町
田
麻
生
原
、
現
在
九
重
町

37
、
月
野
信
用
販
売
購
買
利
用
組
合

鹿
児
島
県
贈
於
郡
月
野
村
下
岡
、
現
在
大
隅
町

38
、
無
限
責
任
志
喜
屋
水
力
利
用
組
合

沖
縄
県
島
尻
郡
知
念
村
字
志
喜
屋

一
、
三
〇
六
、
現
在
知
念
村

39
、
宮
川
準
四
郎
精
米
所

広
島
県
賀
茂
郡
郷
田
村
字
束
子
、
現
在
比
波
郡
西
条
町

(
一
九
八
三

・
九

・
二
〇
)
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表1各 種資料の水車数

刊行年度

資 料 名

北海道

青 森

岩 手

宮 城

秋 田

山 形

福 島

茨 城

栃 木

群 馬

埼 玉

千 葉

東 京

神奈川

新 潟

富 山

石 川

福 井

山 梨

長 野

岐 阜

静 岡

愛 知

三 重

滋 賀

京 都

大 阪

兵 庫

奈 良

和歌山

鳥 取

島 根

岡 山

広 島

山 口

徳 島

香 川

愛 媛

高 知

福 岡

佐 賀

長 崎

熊 本

大 分

宮 崎

鹿児島

沖 縄

合 計

昭和13年

調査 ※D

2

2

2

2

2

1

2

2

2

2

2

1

1

2

1

1

1

1

1

2

2

1

1

1

1

1

39

昭和14年 昭 和18年 ※31

概 要 ※2}

11

5

10

5

10

8

16

6

4

11

2

7

14

20

6

8

8

9

2

2

5

9

13

4

8

18

10

5

1

5

5

10

3

8

6

3

5

2

9

4

1

298

在 来 型

2,058

359

2,721

290

390

382

981

385

1,845

1,597

571

140

101

550

13,110

9,385

313

549

973

5,707

3,134

1,700

1,295

711

410

1,772

322

1,988

746

221

2,236

2,055

1,932

2,922

818

1,874

296

639

玉,124

2,560

233

140

469

695

378

77

6

ター ビン水車

214

32

118

31

41

60

188

149

94

41

26

84

1

73,160

173

880

61

45

66

249

60

38

47

69

23

58

31

66

50

25

92

25

47

27

70

25

74

30

67

46

33

80

71

52

23

1

3,783

ペ ル トン水車

27

4

26

10

18

22

71

3

13

20

9

6

1

93

165

14

20

5

58

38

85

333

15

8

26

20

9

6

15

1

61

25

147

19

21

9

24

2

2

25

54

5

4

1,539

注1).「 小水力利用二関 スル調査」(水力 ター ビンの み)

2).「 小水力利用設備 ノ概要」昭和13年 に農林省 が助 成 した もの

(水力ター ビンのみ)

3).「 第一次農 商省統計 表、農 林統 計編 」昭和17年2月 現在
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表2小 水力利用施設の所在地と水力原動機

小 水 力 利 用 設 備 所 在 地

No

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

県 名

青 森

青 森

岩 手

岩 手

山 形

山 形

栃 木

栃 木

群 馬

群 馬

千 葉

神奈川

神奈川

新 潟

新 潟

富tll

冨 山

石 川

石 川

山 梨

山梨

長 野

岐 阜

静 岡

静 岡

愛 知

京 都

オ…口::f欠匹⊥」

岡 山

高 知

高 知

福 岡

福 岡

佐 賀

長 崎

大 分

鹿児島

沖 縄

広 島

組 合 の 名 称

泥 障 作 共 同 自 家 用 電 灯 組 合

文 治 屋 敷 共 同 作 業 場

久 保 農 事 実 行 組 合

藤 里 村 第 二 区 農 家 組 合

鮨 洗 水 車 組 合

堀 内 共 同 作 業 組 合

谷 地 賀(ヤ ジ カ)農 事 実 行 組 合

平 田 連 合 農 事 組 合

奥 中 共 有 水 車 組 合

山 田 農 事 実 行 組 合

柏 野 耕 地 整 理 組 合

下 谷 農 事 実 行 組 合

地 蔵 堂 水 利 電 気 組 合

十日 町 農 業 共 同 施 設 組 合

山 寺 報 徳 農 事 実 行組 合 共 同 作 業場

吉 倉 農 家 組 合

下 立 村 第 二 区 農 家 組 合

大 沢 農 事 改 良 組 合

本 郷 製 縄 農 事 改 良 組 合

保 証 責任 篠尾信 用販売 購 買利用 組合

保 証責 任武 川信 用販売 購 買利用 組 合

中 上 農 事 実 行 組 合

恵 那郡 落 合村信 用販売 購 買利用 組 合

保 証 責任鷹 岡信 用販売 購 買利用 組 合

保証責任大河内至誠信用販売購買利用組合

保 証 責任小 原信 用販売 購 買利 用組 合

郷 村 大 字 郷 下 作 業 場

真 妻 村 松 原 農 事 実 行 組 合

山 戸 原 共 栄 組 合

中 組 自 家 用 電 気 組 合

小 川 村 機 械 製 茶 組 合

南 畑 村 市 ノ 瀬 水 力 利 用 組 合

保 証 責 任 松 末 村 水 力 利 用 工 場

保 証責 任小関村信用販売購買利用組合

ヒ 志 佐 製 茶 実 行 組 合

後 河 内 農 産 加 工 利 用 組 合

月 野 信 用 販 売 購 買 利 用 組 合

無 限 責 任 志 喜 屋 水 力 利 用 組 合

宮 川 準 四 郎 精 米 所

水 力 原

水 車 の 型 式

竪型 オープン型

竪軸 オー プン型

横軸 オー プン型 フラ ンシス

竪軸露出型 プロペ ラ

フ ランシスター ビ ン開放型

横 軸開放型 プロペ ラ

竪 軸露出 プロペ ラ

竪 軸露出 プロペ ラ

竪 軸開放型 フラ ンシス

ペ ル トン

横 軸 フランシス

竪形 ター ビン

横 軸

脇 由プロペ ラ

横 軸 オー プン型

竪軸 フランシス

竪 軸 フランシス

竪 軸露出型 ター ビン

横 軸露出型 ター ビン

横 軸露出 フランシス

竪軸露出 フランシス

竪 軸露出

竪 軸露出 フランシス

†黄軸オー プン ・フランシス

横 軸オー プン ・フランシス

竪軸オー プン ・フランシス

ス パ イ ラル格 納 ター ビン

横 軸スパ イラル ・ター ビン

フロ ンタル ター ビン

ペル トン

ペル トン

竪軸露出 ター ビン

ター ビン

横 軸格納 型

開放型 ター ビン

ター ビン

竪軸 露出型

横軸格糸内フラ ンシス

竪軸 露出フ ランシス

落差(尺)

12

12

5

7

7.5

13

2.5

2

4

51.5

17

1.36m

22m

6.5

15

3

11

11

12

10,5

12

11.5

32

31

11

26

24

40

70

110

6.7m

28

20

12

8。5m

17

50

7

流量(個/秒)

3

5

9

12

2

5

20

16

16

1.3

4.4

3.6

1

4

3.5

15

5

3.3

5.5

10

9

5～7

1.5～2

6～7

3

3.67

3

0.5

0.5

0.0535㎡/s

3,5

3～6.5

8.5

2.5

7

1.5

8～4

動 機

出 力(}-1・・)

4

6

3.3

7

1.7

3

4

2.7

5.5

5.5

8

1.8

8

2.6

3.5

3

4.5

3.9

6

5

9

3

7

13～18

3～5・

5～5.5

8.4

10,5

8

3.5

5

25

8

9.5

10

6

7

8.3

7

回転数(毎分)

700

700

480

475

550

1,200～900

250

250

150

160

1,200

260

1,600

600

1,500

370

450

400

370

450

400

400

1,000

600

450

1,200

800

300

700

600

1,000～1,600

480～560

120

750

450～550

1,000

480

価 格

350

250

215

350

179

213

250

450

650

120

300

420

290

240

450

684.11

220

650

320

518

650

650

375

480

620

400

500

500

870

1,050

650

1,700

800

850

805

420

備 考

発電のみ

中古品

ター ビン調子悪 し

据付 、試運転 を含む

隧道700間 、 ポ ンプ駆動専 用

シ ャ フ ト、 ベ ル ト、 据 付 共

最 大 出 力6。5卜P

8.4トPは 設 計 値 、実 際 は3H=)程 度

製茶のみ

製材のみ

大正13年 価格 、製茶のみ

据付工事費 を含む、最大8.5卜p

ランナー外径7吋 、ガイドベ ン外 径(対



表3水 車の据付方法

フ ランシス水 車

立 軸

横 軸

不 明

計

14

11

6

31

プ ロ ペ ラ 水 車1ペ ル ト ン 水 車

4

1

0

5

0

(3)x

O

3

計

18

12(+3)

6

39

注)()内 は筆 者推定

表4水 車の理論出力と台数

理論出力

台 数

1

2

2

1

3

2

4

2

5

4

6

3

7

7

8

5

9

3

10

0

11

4

13

2

21

1

47

1

不明 計

2139

(1馬 力の欄 は1.0～1.9馬 力 を示す。他 も同 じ)

表5小 水力利用設備における作業の種類

※
所
在
地
爵
日り

作
裳
機
の
極
類

3

製

粉

田

精

米

口

靱

摺

4

精

麦

ワ5ρD 8

製

縄

わ

ら

打

粉

砕

肥
料
配
合

押

,劃

14翫2112肩110飢

脱

穀

製

材

発

電

飼
料
粉
砕

縄

仕

卜

ひ

き

割

1918㍗11615

揚

水

搾

油

綿

打

製

茶

製

麺

2120

澱

粉

製

糖

※ 表2のMと 同 じ。
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図1「 小水力利用二関スル調査」に記載されている施設分布

落

羨

昼

「小 水 力利 用 二関 スル 調査 」39ヵ 所 の

落 差 と流 量 の 分布

換 算1尺 一〇.303m
1個 一〇.0278㎡

注)不 明2ヵ 所

図2
流量(個/秒)

図3水 車の理論出力と台数
(馬 力)
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